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作製法を示している。臨界冷却速度が約 1 x 1 09 Ks- 1 の Li 4 Si04 組成をガラス化させることができ，
乙の装置の冷却速度が非常に大きい乙とを明らかにしている。
第 2 章では . Li 3 B0 3 • Li 4Si0 4 • Li4Ge04' Li 3 P04• Li 2S04 • Li2W04 のオノレトオキソ酸リ
チウムを 2 種ず、つ組合せた 1 5 種類の擬 2 成分系について超急冷を試み，得られたガラスの性質を検討
している。その結果，これらのガラスは，通常のガラスに成立するといわれているガラス転移温度に対
する液相温度の比が 2/3 になるという法測を満足しないこと，ガラス構造が，従来のネットワーク構
造をとらないこと. 2 種のオ jレトオキソ酸塩を混合すると，ある組成において導電率が極大を示すこと
などを見出している。
第 3 章では，エレクトロクロミック物質として知られるW03 を高濃度で含むR20-W03 (R = Li. 
Na. K)系を超急冷iこよりガラス化させ，顕著なエレクトロクロミック特性を示すガラスが得られる乙
とを見出している口
第 4 章では，酸化物でありながら金属伝導を示すナトリウムタングステンブロンズNax W0 3 の超急
治を試み，非品質状態の Nax W0 3 が得られることを示している。
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第 5 章では，強誘電体であるいNb0 3 ，乙第 3 成分としてアルカリ土類酸化物を加えた Li 20-ROｭ
Nb205 CR=Ba. Ca. Mg) 系について超急冷ガラスを作製し，その性質を検討している口その結果，
乙の系のガラスは同一組成の結晶に比べて導電率が数桁大きいこと，古典的ガラス生成論とは対照的に，
酸素 6 配位のNb06 八面体を構造単位とする乙となどを明らかにしている。




















(4) 強誘電体である Li Nb03 にアルカリ土類酸化物や酸化アルミニウムを添加した系のガラスが高いイオン伝導
性を示し，ガラス中の Li+ イオン濃度の増加にともなって導電率が指数関数的 i乙増大する乙とを見
出している。また乙れらが従来のガラスには見られない酸素 6 配位の Nb06 八面体を構造単位として
おり，ガラス構造がガラスの熱的，電気的性質に密接に関係していることを明らかにしているO
以上のように，本論文は機能性を有する新しい無機材料の作成法とその特性を示しており，無機材料
化学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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